
Business Labor Trend  2005.5

労働政策フォーラム 
60

労働政策フォーラム 

キャリア教育に 
 求められるもの 

　
体
系
的
な
職
業
教
育
の
推
進
を
大
き
な
柱
と
す
る
政
府
の
「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」
。
文
部
科
学
省
が
平
成
一
七

年
度
に
五
億
円
を
計
上
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
小
・
中
・
高
等
学
校
に
連
続
五
日

以
上
の
職
場
体
験
の
実
施
を
促
す
な
ど
、
政
府
が
学
童
期
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
本
腰
を
入
れ
始
め
て
い
る
。
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
は
三
月
一
八
日
、
日
本
キ
ャ
リ
ア
教
育
学
会
（
日
本
進
路
指
導
学
会
か
ら
名
称
変
更
）
と
共
催
で
労

働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
を
開
催
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
先
進
国
、
米
国
か
ら
デ

ィ
ビ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ッ
プ
セ
ン
・
ア
イ
オ
ワ
大
学
教
授
が
参
加
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
概
念
を
よ
り
創
造
的
に
と
ら
え
、
目
的

に
沿
っ
た
実
践
に
つ
な
げ
よ
う
と
提
言
し
た
。
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
求
め
ら
れ

る
も
の
」
で
は
、
三
村
隆
男
・
上
越
教
育
大
学
助
教
授
、
藤
田
晃
之
・
筑
波
大
学
助
教
授
、
木
村
周
・
東
京
成
徳
大
学
客

員
教
授
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
国
内
外
の
実
施
例
と
そ
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。 

   

キ
ャ
リ
ア
は
一
連
の
仕
事
体
験 
 

概
念

の
明
確
な
定
義
が
大
切 

 

ジ
ャ
ッ
プ
セ
ン
博
士
は
キ
ャ
リ
ア
発
達
、
キ

ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
専
門
。
全
米
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
評
議
員
や
全

米
キ
ャ
リ
ア
発
達
学
会
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
Ａ
）
会
長
な

ど
を
歴
任
し
、
主
な
著
書
に
『
進
路
設
計
』
（
日

本
進
路
指
導
協
会
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
が
あ

る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
児
童
・
生
徒
・
若

者
を
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
間
に
育
成

す
る
に
は
」
と
題
す
る
基
調
講
演
を
行
っ
た
。 

 

「
キ
ャ
リ
ア
と
は
、
あ
る
個
人
が
時
の
経
過

と
と
も
に
体
験
す
る
、
一
連
の
仕
事
経
験
の
展

開
・
発
展
で
あ
る
」
。
同
博
士
は
ま
ず
、
米
国

が
約
一
五
年
前
に
た
ど
り
着
い
た
キ
ャ
リ
ア
概

念
の
定
義
を
披
露
。
そ
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
と
は
、
①
一
個
人
が
一
生
の
な
か
で

出
会
う
仕
事
体
験
の
こ
と
で
、
働
く
人
す
べ
て

が
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
②
一
時
点
の
体
験
で
は
な

く
様
々
な
行
動
や
役
割
、
時
の
経
過
と
と
も
に

展
開
す
る
一
連
の
経
験
③
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
含
め
た
、
雇
用
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
職
務

の
経
験
―
―
の
三
点
を
あ
げ
た
。
こ
う
い
っ
た

明
確
な
定
義
は
施
策
を
推
進
す
る
上
で
重
要
で
、

生
徒
が
「
ひ
と
つ
の
仕
事
、
ひ
と
つ
の
技
術
に

集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
ス
キ
ル
を
ど

う
学
ぶ
か
に
フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
」
と
説
明
。

そ
の
う
え
で
、
仕
事
間
の
移
行
に
も
関
心
が
向

け
ら
れ
る
と
し
て
、
転
職
を
積
極
的
に
と
ら
え

る
考
え
方
も
示
唆
し
た
。 

 

雇
用
の
不
安
定
化
や
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
不

鮮
明
化
、
強
ま
る
自
己
責
任
性
、
職
務
責
任
の

変
化
―
―
こ
れ
ら
は
先
進
国
に
共
通
し
て
み
ら

れ
る
状
況
だ
と
同
博
士
は
指
摘
す
る
。
キ
ャ
リ
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ア
教
育
推
進
の
施
策
も
こ
う
し
た
社
会
の
変
化

に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
、
学
校
は
そ
の
変

化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
生
徒
が
職
に
就

い
て
か
ら
も
労
働
市
場
、
職
務
責
任
の
変
化
に

適
応
し
、
顧
客
や
上
司
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
教
育
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
役
割
は
大
き
い
と
強
調
し
た
。 

 

こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
同
博
士
は
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
位
置
づ
け
を
見
直
そ
う
と
提
起
。
二
一

世
紀
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
「
児
童
・
生
徒
・
若

者
た
ち
に
対
し
、
勤
労
者
お
よ
び
学
習
者
と
し

て
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
す
る
上
で
必
要
な

諸
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
も
の
」
と
定
義
し

た
。 

 

「
キ
ャ
リ
ア
は
仕
事
経
験
小
説
（w

ork-ex-
perience story

）
」
。
同
博
士
は
、
キ
ャ
リ

ア
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
と

ら
え
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
概
念
が
理
解
し
や
す
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
創
造

的
で
、
目
的
に
沿
っ
た
実
践

が
可
能
に
な
る
と
提
案
し
た
。

多
く
の
場
合
、
主
人
公
は
自

分
で
、
こ
れ
に
時
代
背
景
、

舞
台
（
職
場
）
、
脇
役
（
人

間
関
係
）
や
、
主
人
公
が
直

面
し
た
問
題
と
そ
れ
に
対
す

る
行
動
な
ど
の
要
素
で
構
成

さ
れ
る
。
ま
た
、
誰
で
も
自

分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
し
た

が
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
若

者
の
場
合
は
経
験
が
少
な
い

分
、
頭
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー

よ
り
も
短
く
語
ら
れ
る
傾
向

が
あ
る
と
い
う
。
語
ら
れ
な

い
、
欠
け
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
教
師
が

質
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
引
き
出
す
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
が
大
切
に
な
る
と
述
べ
た
。 

 

若
者
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
学
ぶ
べ
き

な
の
は
、
①
自
立
的
で
責
任
あ
る
行
動
②
円
滑

な
人
間
関
係
、
と
く
に
自
分
に
と
っ
て
重
要
な

人
へ
の
誠
実
な
態
度
の
体
得
③
キ
ャ
リ
ア
の
筋

書
き
を
自
分
な
り
に
立
て
る
力
④
自
分
で
解
決

で
き
な
い
問
題
へ
の
対
処
方
法
の
特
定
―
―
な

ど
。
同
博
士
は
、
「
こ
う
す
べ
き
」
「
こ
う
し

な
さ
い
」
と
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
う
ま
く

導
く
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
す
る
。
働
く
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
若
者
に
考
え

さ
せ
、
準
備
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い

う
視
点
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
、
施
策
の
立

案
者
や
教
育
者
に
向
け
て
提
言
し
た
。 

   

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
一
体
な
に
か
」 
 

小
学
校

で
の
土
台
づ
く
り
が
基
本 

 

上
越
教
育
大
学
の
三
村
助
教
授
は
、
と
く
に

小
・
中
・
高
校
一
貫
し
た
事
例
に
注
目
し
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
は
小
学
校
で
の
土
台
づ
く
り
が
基

本
と
の
見
解
を
示
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
六

年
間
実
施
し
た
国
内
最
初
の
小
学
校
、
静
岡
県

沼
津
市
立
原
東
小
学
校
な
ど
訪
問
調
査
し
た
先

進
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
現
場
で
奮
闘
す

る
教
員
の
生
の
声
を
披
露
し
た
。
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
は
一
体
な
に
か
」
、
「
自
分
た
ち
が
や

っ
て
い
る
の
が
果
た
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
あ

た
る
の
か
」
。
教
員
が
最
初
に
ぶ
ち
当
た
る
壁

と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
疑
問
は
ど
の
事
例
で
も

共
通
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

約
八
〇
年
前
、
学
校
教
育
に
職
業
指
導
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
際
に
は
勤
労
観
が
「
教
育
ノ
本

旨
」
（
一
九
二
七
年
、
訓
令
二
〇
条
）
と
し
て

う
た
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
、

新
制
中
学
の
発
足
と
と
も
に
小
学
校
か
ら
職
業

指
導
が
外
さ
れ
た
。
三
村
氏
は
こ
れ
を
、
「
日

本
の
教
育
の
最
大
の
損
失
」
と
し
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
が
日
本
に
根
づ
か
な
い
要
因
に
あ
げ
る
。

そ
の
意
味
で
、
一
九
九
九
年
に
中
央
教
育
審
議

会
が
「
小
学
校
段
階
か
ら
発
達
段
階
に
応
じ
て

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
言
し
た
こ
と
を

高
く
評
価
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
流
れ
が
で

き
た
い
ま
こ
そ
、
小
学
校
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
実
践
の
重
要
性
を
強
調
し
た
い
と
語
っ
た
。 

   

多
様

な
選
択
肢
は
高
い
選
択
能
力
を
要
求 

 

「
先
送
り
」
で
は
な
く
「
申
し
送
り
」
を 

 
「
多
様
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
進
め
ら
れ
る

教
育
改
革
の
な
か
、
各
学
校
段
階
の
課
題
を
次 
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の
段
階
へ
「
申
し
送
り
」
す
べ
き
な
の
が
、
「
先

送
り
」
さ
れ
て
い
る
―
―
。
筑
波
大
学
大
学
院

の
藤
田
助
教
授
は
、
例
え
ば
、
高
校
に
お
け
る

学
科
や
授
業
の
選
択
肢
の
増
加
は
、
小
・
中
学

校
の
課
題
の
「
先
送
り
」
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
に
進
路
の
早
期
決
定
を

促
し
て
い
る
と
指
摘
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し

て
、
「
多
様
な
選
択
肢
を
将
来
に
活
か
す
力
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
の
意

味
で
、
緊
急
対
策
と
し
て
の
側
面
が
強
い
現
在

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
施
策
に
は
、
よ
り
長
期

的
な
視
点
が
必
要
だ
と
し
た
。 

 

藤
田
氏
は
、
子
ど
も
に
は
自
己
に
関
す
る
理

解
と
同
時
に
「
外
に
向
か
う
力
（
＝
社
会
認
識

力
）
」
が
必
要
だ
と
強
調
。
子
ど
も
が
特
定
の

科
目
な
ど
に
関
心
を
も
っ
た
り
進
路
選
択
に
迫

ら
れ
た
り
す
る
前
に
、
動
機
づ
け
や
新
た
な
視

野
を
示
す
よ
う
な
「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
な
働

き
か
け
が
、
そ
も
そ
も
学
校
教
育
の
集
大
成
で

は
な
い
か
と
、
教
育
の
あ
り
方
自
体
に
疑
問
を

呈
し
た
。
さ
ら
に
、
た
と
え
キ
ャ
リ
ア
の
開
拓

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
く
て
も
「
計
画
そ
の
も

の
が
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
」
と
語
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
夢
や

将
来
展
望
の
「
位
置
づ
け
」
を
伝
え
る
こ
と
も

大
切
と
述
べ
た
。 

   

学
校

、雇
用
政
策
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ 

 

「
自
分
の
た
め
に
働
く
」
を
教
え
る 

 

学
校
教
育
は
働
く
こ
と
に
つ
い
て
教
え
、
雇

用
施
策
が
そ
れ
を
受
け
て
就
職
支
援
な
ど
を
行

い
、
産
業
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
―
―
。
東
京

成
徳
大
学
の
木
村
教
授
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
い
ま
、
教
育
・
行
政
・
産
業
の
連
携
に
よ
っ

て
、
企
業
が
労
働
者
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
体
制
が
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
は
じ
め

た
と
み
る
。 
 

木
村
教
授
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
と
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
は
同
じ
で
、
「
『
自
分
の
た
め
に
働

く
』
と
い
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
い
い
」
と
主
張

す
る
。
「
自
分
の
た
め
に
働
く
」
と
は
、
労
働

の
内
容
に
手
応
え
が
あ
る
こ
と
、
自
分
で
判
断

す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
、
人
間
的
つ
な
が
り
が

あ
る
こ
と
、
仕
事
に
社
会
的
意
義
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
な
ど
が
そ
の
要
素
と
い
う
。
経
営
者
に

は
「
働
く
こ
と
が
将
来
、
労
働
者
に
と
っ
て
何

ら
か
の
プ
ラ
ス
に
な
る
」
よ
う
な
労
働
を
つ
く

り
だ
す
責
任
が
あ
る
と
し
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
力
が
そ
の
経
営
に
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。 

 

（
調
査
部
　
高
畑
い
づ
み
） 
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ド
イ
ツ
労
働
市
場
改
革
の
現
状 

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ロ
ー
マ
ン
　
ベ
ル
リ
ン･

ア
リ
ス･

ザ
ロ
モ
ン
大
学
教
授 

社会扶助（生活保護）と失業扶助を統合 
ハルツ第ⅠからⅣ法で大改革進める 

ＪＩＬＰＴ国際フォーラム 

　
ド
イ
ツ
で
失
業
者
数
が
五
〇
〇
万
人
を
突

破
（
一
月
の
雇
用
統
計
）
―
―
。
二
月
一
四

日
に
行
わ
れ
た
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

主
催
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ド
イ
ツ
労
働
市

場
改
革
の
現
状
」
で
は
、
こ
の
記
録
的
な
高

失
業
を
背
景
に
、
本
格
的
な
実
施
段
階
に
入

っ
た
労
働
市
場
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
容
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
講
師
は
ベ
ル
リ
ン･

ア

リ
ス･

ザ
ロ
モ
ン
大
学
教
授
の
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・

ロ
ー
マ
ン
氏
。
同
氏
は
労
働
法
の
ほ
か
社
会

保
障
法
に
も
詳
し
く
、
失
業
問
題
が
深
刻
な

東
独
地
域
の
事
情
に
も
精
通
し
て
い
る
。
講

演
は
、
生
活
保
護
に
相
当
す
る
「
社
会
扶
助
」

と
失
業
扶
助
（
昨
年
一
二
月
ま
で
は
、
失
業

保
険
給
付
終
了
後
に
前
収
入
の
五
割
以
上
が

支
給
さ
れ
て
い
た
）
を
統
合
し
て
「
失
業
給

付
Ⅱ
」
制
度
を
つ
く
る
と
い
う
大
改
革
を
中

心
に
進
め
ら
れ
た
。
以
下
は
「
ハ
ル
ツ
法
」

と
呼
ば
れ
る
改
革
法
の
要
旨
。 

   

労
働
市
場
改
革

の
き
っ
か
け 

　
二
〇
〇
二
年
始
め
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
、

連
邦
雇
用
庁
が
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
業
績
を

上
げ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
加
え
て
、

統
計
に
人
為
的
な
操
作
が
あ
っ
た
こ
と
を
明

る
み
に
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
短
期
的
な
施

策
と
長
期
的
な
施
策
と
い
う
二
つ
の
分
野
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
短
期

的
な
対
策
と
は
、
連
邦
雇
用
庁
の
行
政
の
あ

り
方
を
、
民
間
企
業
の
経
営
と
同
じ
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
に
改
変
し
た
こ
と
。
新
し
く
「
連

邦
雇
用
機
関
」
と
な
る
組
織
は
、
専
任
の
理

事
長
が
運
営
し
、
同
時
に
私
企
業
と
同
じ
よ

う
に
監
査
役
会
の
制
度
も
つ
く
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

　
さ
ら
に
長
期
的
な
対
策
を
考
え
て
い
く
た

め
に
、
二
〇
〇
二
年
二
月
に
「
労
働
市
場
に

お
け
る
現
代
的
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
」
が
発
足

し
た
。
こ
の
委
員
長
が
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ル
ツ

氏
で
、
そ
の
た
め
ハ
ル
ツ
委
員
会
と
も
言
わ

れ
る
。
ハ
ル
ツ
氏
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

社
で
人
事
担
当
の
重
役
で
あ
り
、
同
社
は
過

去
に
も
社
会
政
策
面
、
あ
る
い
は
雇
用
対
策

で
非
常
に
斬
新
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
一
般

の
注
目
を
集
め
た
。
「
五
〇
〇
〇
×
五
〇
〇

〇
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
五
〇
〇
〇

人
の
失
業
者
を
雇
用
す
る
か
わ
り
に
、
そ
の

人
た
ち
に
対
す
る
報
酬
を
引
き
下
げ
た
形
で

雇
用
す
る
と
い
っ
た
手
法
を
実
現
し
た
。
こ

の
委
員
会
の
構
成
は
、
メ
ン
バ
ー
が
一
五
人

で
、
経
営
者
側
と
労
働
側
、
研
究
者
、
行
政

関
係
者
な
ど
、
多
様
な
各
分
野
を
反
映
し
た

構
成
だ
っ
た
。 

　
こ
の
委
員
会
は
、
同
年
八
月
、
す
で
に
報

告
書
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
一
三
の
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
取
り
ま
と

め
、
そ
こ
か
ら
、
後
の
ハ
ル
ツ
第
Ⅰ
法
、
Ⅱ

法
、
Ⅲ
法
、
Ⅳ
法
と
し
て
、
実
際
に
法
案
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ

う
な
政
策
に
対
す
る
構
想
を
練
っ
て
方
針
を

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
は
政
治
サ
イ
ド

が
行
う
べ
き
課
題
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

こ
の
答
申
を
受
け
て
つ
く
ら
れ
た
「
労
働
市

場
に
お
け
る
現
代
的
サ
ー
ビ
ス
」
の
た
め
の

四
部
構
成
の
法
案
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
に

大
議
論
が
巻
き
起
こ
り
、
現
在
も
続
い
て
い

る
。
社
会
民
主
党
と
労
働
組
合
の
関
係
に
も

非
常
に
微
妙
な
影
を
落
と
し
た
し
、
政
党
内

で
も
離
脱
の
動
き
が
出
た
。
昨
年
八
月
来
、 
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改
革
の
背
景
 

改
革
の
背
景
 

い
わ
ゆ
る
「
月
曜
日
デ
モ
」
も
、
こ
の
ハ
ル

ツ
法
へ
の
反
対
を
掲
げ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
「
月
曜
日
デ
モ
」
は
、
旧
東
独
時

代
に
民
主
化
を
要
求
す
る
市
民
が
非
常
に
大

規
模
な
デ
モ
を
組
織
し
て
、
毎
週
月
曜
日
に

デ
モ
を
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の

名
称
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
東
ド
イ
ツ
で
、

民
主
主
義
を
要
求
す
る
大
き
な
う
ね
り
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
ハ
ル

ツ
法
の
持
っ
て
い
る
問
題
の
重
要
性
を
指
摘

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。 

   

ハ
ル
ツ
第
Ⅰ
法 

　
ハ
ル
ツ
第
Ⅰ
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ

全
国
に
人
材
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
導

入
し
た
こ
と
。
全
国
の
労
働
局
は
そ
れ
ぞ
れ

担
当
地
域
を
持
っ
て
お
り
、
各
労
働
局
が
、

そ
の
地
域
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
新
た
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
人

材
派
遣
会
社
と
契
約
を
結
ん
で
人
材
サ
ー
ビ

ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
設
け
る
。
人
材
サ
ー
ビ

ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
業
務
は
、
具
体
的
に
人

材
を
派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
失
業
者
に
対
し
て
働
く
場
を
与
え
、
同

時
に
、
職
業
を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
。
さ
ら

に
失
業
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
は
、

職
業
訓
練
、
能
力
向
上
訓
練
な
ど
を
行
う
。 

 

背
景
と
し
て
、
経
営
者
は
、
失
業
し
て
い

る
人
を
新
た
に
直
接
雇
い
入
れ
る
と
、
そ
の

人
と
の
間
で
労
働
契
約
を
結
ぶ
こ
と
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
義
務
が
発
生
す
る
事
情
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
逡
巡
す
る
よ
う
な
経
営
者
で

も
、
人
材
派
遣
会
社
と
の
契
約
で
あ
れ
ば
比

較
的
簡
単
に
人
材
派
遣
を
受
け
る
傾
向
が
あ

る
。
失
業
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
持
っ
て

い
る
職
業
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
派

遣
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
は
大
変
よ
い
こ
と

で
あ
り
、
派
遣
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
新
し
い
仕

事
、
業
務
に
取
り
組
め
ば
、
自
ら
の
職
業
能

　
ロ
ー
マ
ン
教
授
は
、
失
業
者
数
五
〇
〇
万

人
以
上
と
い
う
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
、
そ
の

内
実
面
の
深
刻
さ
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
地

域
格
差
が
非
常
に
大
き
い
点
。
旧
東
独
地
域

は
失
業
率
が
一
八
・
四
％
、
旧
西
独
に
つ
い

て
は
八
・
五
％
だ
（
二
〇
〇
四
年
平
均
）
。

さ
ら
に
、
州
ご
と
に
も
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。

東
西
の
格
差
は
、
生
産
性
に
関
し
て
も
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、

旧
東
独
の
人
は
、
「
我
々
は
東
ド
イ
ツ
に
お

い
て
四
〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
し
た
中
で
、
自
ら
の
力
で
民
主
主
義
的

な
変
革
を
遂
げ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ

全
体
の
豊
か
さ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
権
利
を

我
々
も
持
っ
て
い
る
の
だ
」
と
主
張
す
る
が
、

西
側
の
人
た
ち
は
、
「
我
々
は
西
ド
イ
ツ
で
、

こ
の
豊
か
さ
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
四
〇
年

の
間
額
に
汗
し
て
働
い
て
き
た
。
東
の
人
た

ち
も
、
豊
か
さ
を
享
受
し
た
い
の
な
ら
、
ま

ず
、
長
い
時
間
を
か
け
て
自
分
た
ち
で
働
い

て
築
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
答
え
る
。
東
側
の
人
た
ち

の
主
張
は
、
政
治
的
な
観
点
に
お
い
て
正
し

く
、
西
側
の
人
た
ち
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、

経
済
的
な
原
理
に
立
て
ば
も
っ
と
も
で
あ
る

と
い
う
。 

 

教
育
・
訓
練
の
程
度
で
見
た
場
合
に
も
格

差
が
存
在
す
る
。
職
業
訓
練
、
職
業
教
育
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
人
の
失
業
率
は
二
二
・

六
％
、
中
程
度
の
教
育
、
職
業
訓
練
を
受
け

た
人
に
つ
い
て
は
八
・
八
％
、
そ
し
て
、
大

学
の
修
了
者
に
つ
い
て
は
三
・
七
％
と
非
常

に
低
く
な
る
（
二
〇
〇
二
年
平
均
）
。
こ
の

た
め
、
政
策
と
し
て
は
、
職
業
教
育
、
職
業

能
力
向
上
対
策
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
賃

金
だ
け
で
な
く
、
賃
金
附
帯
費
用
（
法
定
福

利
費
用
な
ど
）
を
含
め
た
労
働
コ
ス
ト
の
引

き
下
げ
。
さ
ら
に
、
失
業
者
に
対
し
て
経
済

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
同
時
に
制

裁
措
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。 

　
ド
イ
ツ
の
労
働
市
場
改
革
で
は
、
失
業
保

険
に
基
づ
く
給
付
制
度
も
改
正
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
社

会
法
典
の
第
Ⅲ
巻
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
失

業
後
に
ま
ず
受
け
取
る
失
業
給
付
Ⅰ
の
給
付

額
は
、
失
業
す
る
前
に
得
て
い
た
報
酬
額
に

基
づ
き
、
一
般
的
に
は
以
前
の
収
入
の
約
六

〇
％
で
、
子
供
が
い
る
場
合
に
は
七
％
が
上

積
み
さ
れ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
計
算
す
る
と
、

職
を
失
う
前
の
生
活
の
三
分
の
二
の
部
分
が

失
業
給
付
Ⅰ
で
保
障
さ
れ
る
。
以
前
は
こ
の

給
付
期
間
が
最
高
で
三
二
カ
月
だ
っ
た
が
、

現
在
は
最
長
一
二
カ
月
と
な
り
、
五
五
歳
以

上
の
場
合
、
最
長
で
一
八
カ
月
だ
。 

 

失
業
給
付
Ⅰ
を
受
給
す
る
た
め
の
条
件
も

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
失
業
者
は
、
労
働
機

関
と
「
再
就
業
の
取
り
決
め
」
と
い
わ
れ
る

合
意
書
を
取
り
交
わ
す
。
失
業
者
は
、
単
に

労
働
行
政
が
何
ら
か
の
施
策
を
行
う
対
象
物

と
い
う
受
身
の
立
場
に
あ
る
べ
き
で
は
な
い

と
の
考
え
方
が
あ
る
。
「
再
就
業
の
取
り
決

め
」
の
文
書
は
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
第
一

ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
積
極
的
な
雇
用
政
策
が
取
ら
れ
る
の
か
、

労
働
機
関
の
側
が
失
業
者
に
対
し
て
何
を
す

る
か
を
記
述
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

二
ペ
ー
ジ
め
で
は
、
失
業
し
た
人
は
再
就
職

の
た
め
に
自
ら
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い

く
か
が
書
き
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
合
意
書
に

盛
り
込
ん
だ
事
実
に
対
し
て
、
新
た
に
別
の

事
実
が
出
て
き
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
が
改

訂
さ
れ
る
。
合
意
内
容
に
つ
い
て
、
六
カ
月

な
い
し
三
カ
月
の
期
間
を
置
い
て
、
進
捗
度

が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。 

 

失
業
者
は
、
「
再
就
業
の
取
り
決
め
」
合

意
書
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
内
容
を
忠
実
に
行

い
、
自
分
で
も
職
を
探
し
、
積
極
的
に
活
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
受
け
入

れ
可
能
で
あ
る
妥
当
な
職
が
紹
介
さ
れ
た
場

合
に
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
課
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
制
裁
措
置
と
し
て
、
一
定

期
間
、
失
業
給
付
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。
「
受

け
入
れ
可
能
な
仕
事
」
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
に
は
、
対
象
者
の
能
力
で
こ
な
せ
る
仕
事

で
あ
れ
ば
、
個
人
的
に
非
常
に
特
殊
な
、
そ

れ
を
否
定
す
る
理
由
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、

引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
る
（
た
だ
し
そ
の
職
が
基
本
的
な
労
働

法
規
に
も
と
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
）
。
報
酬
面
か
ら
見
る
と
、
受
け
入

れ
可
能
で
あ
る
と
す
る
ラ
イ
ン
が
、
再
就
職

後
の
最
初
の
三
カ
月
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
働
い
て
い
た
給
料
よ
り
二
割
減
で
あ
っ
て

も
、
可
能
な
職
で
あ
る
と
考
え
る
。
失
業
の

期
間
が
三
カ
月
を
超
え
た
場
合
に
は
、
そ
れ

ま
で
の
報
酬
よ
り
も
三
割
少
な
い
職
で
あ
っ

て
も
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
受

け
入
れ
の
可
能
性
を
判
断
す
る
際
の
も
う
一

つ
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
、
職
場
ま
で
の
通
勤
距

離
に
関
し
て
、
受
け
入
れ
可
能
な
線
引
き
は
、

一
日
の
労
働
時
間
が
六
時
間
以
上
で
あ
る
場

合
に
通
勤
時
間
が
往
復
二
・
五
時
間
、
と
い

う
条
件
だ
。
失
業
期
間
が
四
カ
月
を
超
え
る

と
、
再
就
職
の
た
め
に
別
の
土
地
に
引
っ
越

し
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
受
け
入
れ
可
能
な

職
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。 
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力
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
派
遣
さ
れ
る
失
業
者
が
得
る
労
働
報

酬
は
、
実
際
に
失
業
給
付
で
得
る
額
よ
り
も

少
な
い
が
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
は
失
業

保
険
側
が
支
払
う
こ
と
に
な
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
２
つ
の
効
果
が
出
て
く
る
。
一
つ
は
、
こ

の
よ
う
に
継
続
的
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
た
状
況
か
ら
、
通
常
の
雇
用
関
係
に
移
行

し
て
い
く
パ
タ
ー
ン
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は

三
分
の
一
く
ら
い
あ
る
。
他
方
、
こ
う
し
た

人
材
派
遣
を
全
く
受
け
た
く
な
い
と
い
う
人

た
ち
の
中
に
は
、
失
業
給
付
の
受
給
を
や
め

て
し
ま
う
人
た
ち
も
出
て
く
る
。
派
遣
を
受

け
た
く
な
い
、
も
う
働
き
た
く
な
い
、
だ
か

ら
、
単
な
る
福
祉
給
付
だ
け
を
も
ら
え
ば
い

い
と
考
え
る
人
た
ち
を
、
本
当
に
職
を
探
し

て
い
る
人
た
ち
か
ら
ふ
る
い
分
け
る
と
い
っ

た
効
果
が
出
て
く
る
。 

　
ハ
ル
ツ
第
Ⅰ
法
の
中
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
職
業
訓
練
対
策
の
充
実
が
あ
る
。

職
業
訓
練
方
法
の
構
造
を
変
え
て
い
く
こ
と

で
、
職
業
訓
練
の
実
施
主
体
に
つ
い
て
の
改

革
、
あ
る
い
は
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
側
の

失
業
者
の
選
択
の
自
由
を
よ
り
広
く
す
る
こ

と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

   

ハ
ル
ツ
第
Ⅱ
法 

　
ハ
ル
ツ
第
Ⅱ
法
の
中
心
は
、
い
わ
ゆ
る
私

会
社
「Ich-A

G

」
だ
。
自
営
希
望
者
に
は

移
行
援
助
金
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

ハ
ル
ツ
第
Ⅱ
法
で
起
業
補
助
金
と
い
う
制
度

が
つ
く
ら
れ
た
。
給
付
を
受
け
る
際
の
条
件

は
、
事
業
計
画
、
お
よ
び
経
済
的
な
収
益
見

通
し
の
作
成
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
予
想

さ
れ
る
収
入
は
年
間
二
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

を
超
え
な
い
こ
と
。
条
件
を
満
た
す
と
、
最

長
三
年
ま
で
、
事
業
が
安
定
し
て
い
く
過
程

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
支
援
・
補

助
金
が
与
え
ら
れ
る
。 

　
も
う
一
つ
の
新
し
い
制
度
が
「
ミ
ニ
ジ
ョ

ブ
」
。
規
模
は
小
さ
い
け
れ
ど
数
多
く
の
雇

用
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
「
ミ
ニ

ジ
ョ
ブ
」
の
場
合
、
所
得
が
四
〇
〇
ユ
ー
ロ

ま
で
は
、
働
く
側
に
と
っ
て
も
、
雇
う
側
に

と
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
簡
素
化

さ
れ
る
。
そ
の
次
に
四
〇
〇
ユ
ー
ロ
か
ら
八

〇
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
を
、
移
行
ゾ
ー
ン
と
い
う

形
で
定
義
し
、
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
も
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
、
八
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超

え
た
と
こ
ろ
か
ら
正
規
の
雇
用
関
係
と
な
る
。 

   

ハ
ル
ツ
第
Ⅲ
法 

　
ハ
ル
ツ
第
Ⅲ
法
は
、
二
〇
〇
四
年
初
頭
に

施
行
さ
れ
た
。
連
邦
雇
用
庁
は
、
「
連
邦
雇

用
機
関
」
と
い
う
名
称
に
な
り
、
各
地
の
か

つ
て
労
働
局
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
「
ジ
ョ

ブ
セ
ン
タ
ー
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
名
称
を
変
え
て
、
職
業
紹
介
を
、
何
よ
り

も
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
で
、

単
な
る
上
か
ら
の
行
政
で
は
な
い
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
と
も
す
る

と
長
い
間
失
業
し
て
い
る
期
間
を
う
ま
く
管

理
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
行
政
の
あ
り
方
で

は
な
く
、
で
き
る
だ
け
早
く
再
就
職
に
つ
な

げ
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
い
う
考
え
だ
。 

　
労
働
組
織
の
面
で
は
、
労
働
行
政
の
中
間

レ
ベ
ル
の
自
立
性
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
労
働
行
政
の
中
央
レ
ベ
ル
の
一
番

ト
ッ
プ
の
と
こ
ろ
と
、
最
も
底
辺
に
あ
る
各

地
域
の
労
働
行
政
を
担
当
す
る
部
分
、
こ
の

二
つ
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。
失
業
者
に
対
す
る
相
談
業

務
、
失
業
し
て
い
る
人
を
活
性
化
さ
せ
積
極

的
な
姿
勢
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
支
援
、

そ
し
て
職
業
紹
介
の
業
務
へ
の
集
中
を
図
っ

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

も
、
迅
速
な
形
態
を
採
用
す
る
目
的
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
を
実
施
。
「
バ
ー
チ
ャ
ル

労
働
市
場
」
を
立
ち
上
げ
て
、
求
人
、
求
職

双
方
の
側
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
を
経
由
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
ハ
ル
ツ
法
と
並
び
、
シ

ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
一
〇
」
に
基
づ
き
、
も
う
一

つ
、
労
働
法
の
中
で
も
変
更
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
解
雇
防
止
規
定
に
つ
い
て
の
変
更
で
あ

る
。
同
時
に
、
こ
の
改
正
の
中
で
は
、
失
業

給
付
の
受
給
期
間
が
、
原
則
と
し
て
最
長
一

二
カ
月
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。 

   

ハ
ル
ツ
第
Ⅳ
法 

　
ハ
ル
ツ
第
Ⅳ
法
の
一
番
の
メ
ー
ン
は
、
失

業
扶
助
と
社
会
扶
助
を
統
合
し
た
こ
と
だ
。

施
行
が
今
年
初
め
で
あ
り
、
ホ
ッ
ト
な
話
題

で
あ
る
。
統
合
さ
れ
た
失
業
給
付
Ⅱ
は
ド
イ

ツ
社
会
法
典
の
第
Ⅱ
巻
に
規
定
さ
れ
、
「
求

職
者
の
た
め
の
基
礎
保
障
」
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
原
理
・
原
則
は
、
求
職
し
て
い
る
人
を

支
え
、
同
時
に
そ
の
人
が
積
極
的
に
努
力
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
失
業
扶

助
な
ら
び
に
社
会
扶
助
は
、
ど
ち
ら
も
税
財

源
に
よ
る
給
付
に
基
づ
い
て
い
た
。
か
つ
て

の
失
業
扶
助
で
は
、
失
業
す
る
前
の
所
得
に

応
じ
た
形
で
扶
助
金
が
支
払
わ
れ
、
社
会
扶

助
の
場
合
に
は
、
そ
の
人
が
生
き
て
い
く
た

め
に
最
低
限
何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
眼

目
に
し
て
算
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の

統
合
は
、
結
果
的
に
は
、
失
業
扶
助
と
い
う

制
度
の
廃
止
に
他
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
給
付
の
対
象
者
は
、
働
く
能
力
が
あ

っ
て
扶
助
を
必
要
と
し
て
い
る
一
五
歳
か
ら

六
五
歳
未
満
の
人
。
働
く
能
力
が
あ
る
と
い

う
判
断
基
準
は
、
健
康
上
の
理
由
、
あ
る
い

は
身
体
の
障
害
な
ど
が
あ
っ
て
、
一
日
に
三

時
間
以
上
は
働
け
な
い
よ
う
な
人
が
対
象
外

と
な
る
。
一
日
三
時
間
以
上
働
け
な
い
人
々

に
と
っ
て
は
給
付
の
制
度
は
旧
来
と
変
わ
ら

ず
、
社
会
法
典
ⅩⅡ
巻
で
規
定
さ
れ
る
。 

　
働
く
能
力
が
あ
る
人
た
ち
に
対
す
る
再
就

職
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
法
典
Ⅲ
巻

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
失
業
者
を
担
当
す
る

職
員
は
、
こ
れ
ま
で
非
常
に
た
く
さ
ん
の
人

の
面
倒
を
見
て
い
た
が
、
改
善
の
結
果
、
担

当
者
一
人
が
最
大
で
七
五
人
ま
で
の
求
職
者

を
担
当
し
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た

ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
非
常

に
難
し
い
条
件
の
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
よ
う
な
形
で
対
処
す
る
。
特
別
な
難

し
い
条
件
と
は
、
た
と
え
ば
債
務
超
過
に
陥

っ
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
、
何
ら
か
の
依
存

症
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。 

　
二
五
歳
ま
で
の
若
い
人
た
ち
に
は
、
直
ち

に
職
を
紹
介
す
る
か
職
業
訓
練
に
つ
か
せ
る
、

最
低
限
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
そ
の
仕
事
に
つ

か
せ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
再
就
職
の
場
合
に
、
自
分
が
希
望

し
て
い
る
給
料
よ
り
は
る
か
に
安
い
給
料
で

も
、
と
り
あ
え
ず
職
に
つ
い
た
人
に
対
し
て

は
、
連
邦
雇
用
機
関
か
ら
賃
金
の
上
積
み
と

い
う
形
で
最
長
二
四
カ
月
補
助
金
が
支
払
わ

れ
る
。
二
四
カ
月
と
し
た
の
は
、
そ
の
期
間

で
あ
れ
ば
、
対
象
者
が
自
分
の
力
で
も
う
少

し
よ
い
職
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
を
考
え
て
の
こ
と
だ
。 

　
職
業
の
紹
介
を
受
け
ら
れ
な
い
対
象
者
に

対
し
て
は
、
就
労
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
こ

の
就
労
機
会
は
労
働
法
に
の
っ
と
っ
た
対
策

で
は
な
く
、
社
会
法
規
、
す
な
わ
ち
福
祉
的

な
性
格
を
持
っ
た
も
の
だ
。
こ
う
し
た
人
た 
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　今世紀に入ってからのドイツの改革気運は、シュレーダー
首相の労働市場改革に関する公約をパッケージした「アジェ
ンダ２０１０」にもとづく制度改定（特に解雇規制の緩和）と、
ハルツ委員会報告に基づく４つの法律の成立により一つの区
切りを迎えた。 
　今回のローマン教授講演の契機となったのは、野川が事務
局長を務める日独労働法協会がドイツ側のカウンターパート
と共催でベルリンで開催したシンポジウム（２００４年９月２９、
３０日）であり、そこでも労働市場改革に対する両国の取り
組みにつき熱心な討議が行われたのである。日独は社会構造
や戦後の経済発展の諸相が類似しているのでしばしば法制度
改革についても比較検討の対象となるが、今回も、講演にこ
れだけ多数の聴衆が参集したことは、同じ課題を抱えた日本
にとってドイツの過激な改革の中身とその行く末とがいかに
大きな関心の的となっているかを示すものであろう。 
　言うべきことは多々あるが、ここでは差し当たり、昨年の
シンポジウムと今回のローマン教授講演とにおいて、日本が
受け止めるべき示唆は以下の点であることを指摘しておきた
い。 
　第一に、円滑な職業転換や失業者の労働市場への再編入を
促進するためには、公的機関と民間機関とのハーモナイズさ
れた機能分担が不可欠であるという原則は、かなりの普遍性

を持ちうるという事実である。ドイツの雇用局は、少なくと
も制度的には抜本的な改革を施された。日本の公共職業安定
所改革の進捗にも、ドイツの改革の成果は甚大な影響をもた
らすであろう。 
　第二に、今後新たに日独において取り組まれるべき課題と
して、若者の就業支援がある。日本のニートやフリーターと
同様、ドイツにもまともな職につかない若者が増加している
現状において、就労促進を至上命題とする政策がどれだけ効
を奏するかは疑問であり、むしろ職業訓練制度のいっそうの
拡充と労働現場におけるミニマムスタンダードの確立を急が
ねばならない。若者は、屈辱的な仕事につくよりは失業状態
を選ぶし、家庭の支援によりそうするだけの余力がある。そ
れが問題なのである。 
　第三に、ドイツの改革の過激さは、社会国家の揺るぎない
基盤に対する信頼なくして理解することはできない。労働組
合も種々の福祉団体も、まだまだ日本とは程度の差ではなく
次元の違いと言えるほど強力であるドイツだからこそなしう
る改革であって、それがない日本でどのようにゾチアール
（sozial）の理念に基づきつつ思いきった改革が可能なのか、
深刻な課題を我々は突き付けられている。 
 
（東京学芸大学教授・日独労働法協会事務局長　野川　忍） 

社会国家ゆえの過激な改革 

ち
は
失
業
給
付
Ⅱ
と
、
併
せ
て
必
要
経
費
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
就

労
機
会
の
仕
事
の
こ
と
を
「
一
ユ
ー
ロ
・
ジ

ョ
ブ
」
と
言
う
が
、
表
現
が
適
切
だ
と
は
思

え
な
い
。 

　
失
業
給
付
Ⅱ
の
受
給
者
に
と
っ
て
、
紹
介

さ
れ
た
職
場
を
「
受
け
入
れ
可
能
」
と
み
る

判
断
基
準
は
厳
し
い
。
失
業
保
険
に
基
づ
く

失
業
給
付
Ⅰ
で
は
、
受
け
入
れ
可
能
な
職
と

し
て
「
そ
れ
ま
で
得
て
い
た
給
与
の
三
割
減

で
あ
っ
て
も
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
」
と
い

う
判
断
基
準
が
あ
る
。
失
業
給
付
Ⅱ
の
場
合

に
は
、
三
〇
％
と
い
う
数
字
は
同
じ
な
が
ら
、

基
準
と
な
る
数
字
が
以
前
の
給
与
で
は
な
く
、

そ
の
地
域
で
一
般
的
と
さ
れ
て
い
る
賃
金
の

三
割
減
で
あ
っ
て
も
、
ま
だ
受
け
入
れ
可
能

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
非
常

に
低
賃
金
し
か
払
わ
れ
な
い
よ
う
な
特
殊
な

労
働
市
場
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
。
同
時
に
、
賃
金
ダ
ン
ピ
ン
グ

が
横
行
し
て
、
賃
金
の
推
移
が
下
降
線
を
た

ど
っ
て
い
く
懸
念
が
あ
る
。 

　
受
け
入
れ
可
能
な
仕
事
を
拒
否
し
た
場
合

に
は
、
ま
ず
、
第
一
段
階
で
失
業
給
付
Ⅱ
が

三
〇
％
減
額
さ
れ
る
。
さ
ら
に
拒
否
を
繰
り

返
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
減
額
が
も
っ
と
大

き
く
な
り
、
最
後
に
は
現
金
の
給
付
が
一
切

な
く
、
現
物
給
付
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

い
く
。
具
体
的
に
は
、
家
賃
を
家
主
に
直
接

労
働
機
関
の
ほ
う
か
ら
支
払
っ
て
、
対
象
と

な
る
失
業
者
が
お
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
。
こ
の
失
業
給
付
Ⅱ
の
額
は
、

旧
西
独
地
域
及
び
ベ
ル
リ
ン
で
は
月
額
が
三

四
五
ユ
ー
ロ
で
、
旧
東
独
地
域
で
は
三
三
一

ユ
ー
ロ
。
こ
の
他
、
家
賃
と
暖
房
費
な
ど
必

要
経
費
が
出
る
。 

　
失
業
給
付
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
給
付
を
受
け

る
前
に
、
自
分
の
持
つ
財
産
が
あ
れ
ば
、
ま

ず
そ
れ
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
必
ず
し
も
全
財
産
を
使
い
切
っ
て
か
ら

で
な
け
れ
ば
給
付
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
一
定
程
度
は
保
有
す
る
財
産
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
少
額
の
収
入
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
収
入
と
失
業
給
付
Ⅱ
の
給
付

金
と
の
間
で
相
殺
が
行
わ
れ
る
。
月
額
四
〇

〇
ユ
ー
ロ
ま
で
の
収
入
で
あ
れ
ば
、
そ
の
収

入
の
う
ち
一
五
％
は
失
業
給
付
と
の
間
で
の

相
殺
は
な
く
、
一
五
％
は
実
質
的
な
収
入
と

し
て
残
る
。
四
〇
〇
ユ
ー
ロ
か
ら
九
〇
〇
ユ

ー
ロ
に
つ
い
て
は
月
額
三
〇
％
ま
で
相
殺
さ

れ
な
い
。
九
〇
〇
ユ
ー
ロ
か
ら
一
五
〇
〇
ユ

ー
ロ
で
は
、
再
び
そ
の
一
五
％
が
相
殺
さ
れ

な
い
額
に
な
る
。 

　
さ
ら
に
失
業
給
付
Ⅱ
で
は
、
期
限
を
限
っ

た
形
で
の
追
加
給
付
が
あ
る
。
以
前
の
失
業

給
付
、
す
な
わ
ち
失
業
給
付
Ⅰ
と
Ⅱ
と
の
差

額
に
つ
い
て
、
失
業
給
付
Ⅰ
終
了
後
一
年
目

ま
で
は
、
三
分
の
二
ま
で
が
追
加
的
に
支
給

さ
れ
る
。
二
年
目
に
な
る
と
そ
の
額
は
半
減

さ
れ
る
。
ま
と
め
る
と
、
あ
る
人
が
失
業
し

た
場
合
に
、
失
業
直
後
の
一
年
間
は
、
失
業

保
険
に
よ
る
通
常
の
給
付
に
よ
っ
て
以
前
の

生
活
の
三
分
の
二
程
度
の
生
活
水
準
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
失
業
の
二
年
目
に
な

る
と
、
失
業
給
付
Ⅱ
の
給
付
対
象
と
な
り
、

給
付
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
し
ま
う
が
、
ま

だ
以
前
の
給
料
の
額
が
給
付
額
に
一
部
反
映

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
年
目
に

な
る
と
、
以
前
の
収
入
が
反
映
さ
れ
る
要
素

は
半
減
し
、
四
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
本
当

の
最
低
補
償
、
つ
ま
り
月
額
三
四
五
ユ
ー
ロ

の
給
付
し
か
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

以
前
の
失
業
者
が
た
ど
っ
た
プ
ロ
セ
ス
か
ら

見
れ
ば
、
非
常
に
速
い
テ
ン
ポ
で
最
低
ラ
イ

ン
に
到
達
し
て
し
ま
う
と
い
え
る
。 




